
　

エコアクション２１

　　環境経営レポート

（２０２２年３月１日～２０２３年２月２８日）

１．組織の概要 Ｐ.２

２．対象範囲 Ｐ.２

３．環境経営方針 Ｐ.３

４．環境経営目標 Ｐ.４

５．環境経営計画 Ｐ.５

６．環境経営計画に基づき実施した取り組み内容 Ｐ.５

（実施体制を含む）

７．環境経営目標及び環境経営計画の実績及び環境経営の実績・ Ｐ.７

　　取組結果とその評価（実績には二酸化炭素排出量を含む）

　 並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果 Ｐ.10

　　並びに違反、訴訟などの有無

９．代表者による全体の評価と見直し・指示 Ｐ.10

２０２３年８月９日発行

株式会社オーパックサービス
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１．組織の概要

（１）事業所名及び代表者氏名

株式会社オーパックサービス

代表取締役　仁村　治之

（２）所在地

事業所名　　　本社・工場

所在地　　　　〒252-0331　　神奈川県相模原市南区大野台 3-31-3

事業所名　　　横浜営業所

所在地　　　　〒130-0054　　神奈川県横浜市鶴見区大黒ふ頭 1

事業所名　　　相模製函㈱

所在地　　　　〒247-0015　　神奈川県秦野市平沢 183-9

（３）環境管理の責任者氏名及び担当者連絡先　

環境管理責任者　　関水　武則

担当者　　　　　　　　菅野　美穂

連絡先　　　　　　　　〒252-0331　　神奈川県相模原市南区大野台 3-31-3

Ｔｅｌ＆Ｆａｘ　　　　　　042-753-1233        042-753-1241

Ｅ－ｍａｉｌ　　　　　　　sugano@o-pack.com　　　sekimizu@oｰpack.com

（４）事業の概要

梱包の請負

一般貨物運送事業、貨物利用運送事業および貨物保管業

通関業務

木製箱、スチール箱の製造及び販売

木製パレット、スチール製パレットの製造及び販売

梱包資材の販売

倉庫業

（５）事業規模　　2022年度（2022年3月～2023年2月)

本社・工場

売上額 億円

従業員数 名

工場敷地面積 ㎡

相模製函㈱

売上額 億円

従業員数 名

工場敷地面積 ㎡

２．対象範囲

（１）認証・登録対象組織

㈱オーパックサービス相模原本社

㈱ニムラロジテク

㈲スチールパック

㈱ニムラ

㈱オーパックサービス横浜営業所

相模製函㈱

（２）認証・登録対象活動

梱包の請負、一般貨物運送事業、貨物利用運送事業及び貨物保管業、通関業務、木箱・スチール箱の

製造販売、木製パレット・スチール製パレットの製造販売、梱包資材の販売、倉庫業

11.4

40

7252

2

15

996
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３．環境経営方針

環境経営方針

基本方針

株式会社オーパックサービスグループは、お客様の製品を安全、確実、迅速にお届けする中で、

人と環境に優しいサービスを追及します。この地球の美しい環境を、次世代の子供たちに残せるよう、

全従業員が全ての職場で環境保全の活動をＳＤＧに沿って実践し社会に貢献します。

行動指針

１．当社は、常に環境負荷の少ないサービスの提供に努めると共に、

環境マネジメントシステムを継続的に改善し、環境の改善と汚染の予防に努めます。

２．当社は、環境関連法を含む法令及び当社が同意するその他の要求事項を確実に

遵守いたします。そして、全てのお客様に安全で安心してサービスをご利用いただける

よう努めます。

３．当社社員全員が取り組む活動として以下の項目をあげ、具体的な目的・目標を

設定し推進すると共に、その妥当性を毎年見直します。

①　職場の５Ｓを実践します。

②　３Ｒ活動を進め、廃棄物の削減を目指します。

③　職場のムリ・ムラ・ムダをなくし、コスト削減を目指します。

④　省エネによるＣＯ２排出量の削減

⑤　化学物質管理の充実化

４．当社は社員の環境教育を推進し、常に新しい環境に関する知識を共有し実践

に役立てます。

５．環境経営方針は、社内に周知徹底するすると共に、広く社外にも公開し関係者と

協調するように努めます。

２０２０年１０月１日　改定

株式会社オーパックサービス

代表取締役　仁村　治之
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４．環境経営目標

１．CO2排出量

の削減

　①電力使用

　量の削減 kWh kWh kWh kWh

　②車両燃料

　使用量の削減 L L L L

　③燻蒸庫燃料

　使用量の削減 L L L L

（灯油）

２．廃棄物排

出量の削減 kg kg kg kg

３．一般ごみ

排出量の削減 kg kg kg kg

４．水使用量

の削減

５．化学物質

使用量の削減

＊二酸化炭素排出係数:0.474kg-CO2/kWh（調整後排出係数；東京電力、H29.12.21公表）

2023年度
環境経営目標

基準（実績） 2022年度目標 中期目標

2020年度 2022年3月 2024年度

（通年） ～2023年2月

4月～3月 （12ヶ月間）

0.5%削減 0.5%削減 0.5%削減

216,252 214,095 256,250 254,969

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

0.5%削減 0.5%削減 0.5%削減

0.5%削減 0.5%削減 0.5%削減

282,236 280,825 279,421 278,024

（ガソリン・軽油）

0.5%削減 0.5%削減 0.5%削減

9,614 9,566 9,518 9471

0.5%削減 0.5%削減 0.5%削減

149,180 148,434 147,692 146,953

0.5%削減 0.5%削減 0.5%削減

13,342 13,275 13,209 13,143

適正管理 適正管理 適正管理

節水に努める 節水に努める 節水に努める

適正管理

19,13319,22919,32619,423

６．自らが生
産・販売・提
供する製品の
環境性能の向
上及びサービ
スの改善

環境に配慮す
るお客様の
ニーズに合わ
せた梱包

環境に配慮す
るお客様の
ニーズに合わ
せた梱包

環境に配慮す
るお客様の
ニーズに合わ
せた梱包

環境に配慮す
るお客様の
ニーズに合わ
せた梱包

246 ㎥
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５．環境経営計画　６．環境経営計画に基づき実施した取組内容（実施体制を含む）

環境経営計画 環境経営計画に基づき実施した取組内容

１．ＣＯ２排出量の削減 ・ 作業効率の向上

・ 5Sの実施

・ 3R活動

①電力使用量の削減

・ エアコンの温度管理 ・ 不要な照明の消灯

・ 冷暖房機器の適切な温度設定での使用

・ 作業場における帰宅時のブレーカー遮断

②車燃料使用量の削減

　・車輌点検整備の徹底 　 ・ アイドリングストップの実行

　・エコドライブの徹底 ・ 車輌別タイヤ空気圧管理

・ 安全運転の徹底

③燻蒸庫燃料使用量の削減

　・点検整備の徹底 　 ・ タイマーによる燻蒸時間の管理、実行

　・燻蒸時間の管理の徹底 ・ 運転する前の点検の実行

２．廃棄物排出量の削減

　・廃棄物分別の徹底 ・ 産業廃棄物と一般ごみの分別管理

　・良品率の向上 ・ 産業廃棄物の分別管理、資源化

３．一般ごみ排出量の削減

　・維持管理 ・ 一般廃棄物の分別徹底

・ 段ボール、その他紙ごみの資源化

４．水使用量の削減

・ 維持管理 ・ 配管水漏れチェック

・ 節水

５．化学物質の適正管理

・ 維持管理 ・ 客先の基準遵守

６．自らが生産・販売・提供する製品の

環境性能の向上及びサービスの改善 ・ 環境保全に配慮した梱包の提案

・ お客様のニーズに合った梱包
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実施体制（役割・責任・権限を含む）

 

① 最高責任者

② 環境経営方針の制定、環境目的・目標の承認

③ マネジメントレビュー

④ 環境管理責任者の任命

⑤ 経営資源の準備

⑥ 経営における課題とチャンスの明確化

① 環境マネジメントシステム(EMS)の確立、実施、維持(改善を含む)

② 全社に関わる文書類の発行、維持及び周知徹底

③ 経営者への環境マネジメントシステムの実績報告

④ マネジメントレビューの結果に基づく指示事項の推進

⑤ 環境経営目的・目標一覧表の作成

⑥ 部門別環境目的・目標、環境管理活動計画・実績表の承認及び実績の承認

⑦ 事務局業務総括

⑧ 環境パフォーマンスの実績管理(目的・目標の管理ではない)

① 方針、環境目的・目標の審議

② マネジメントレビューに関する審議

③ その他、環境経営に関する重要事項の審議

① ＥＭＳの立案、運用、見直しについて、管理責任者の全般的補佐

② 組織全体に関するＥＭＳ文書の作成

③ 組織全体に関するＥＭＳ文書(記録を含む)の維持管理

④ 組織全体に関するＥＭＳ文書(記録を含む)の配布・保管・廃棄

① 自部門の環境管理活動実績表の作成及び進捗管理

② 自部門の教育、訓練の実施

③ 協力会社の管理

④ グリーン購入の実施

⑤ 科学物質、排出、排ガス等の管理

⑥ 法的及びその他の要求事項一覧表のまとめ

(特定事項は関連する部門に割り当てるのが望ましい)

⑦ 法的届出の実施、法遵守の評価(協定等も含む)

⑧ 教育・訓練計画の作成・維持(但し、部門間のすり合わせが必要)

⑨ 廃棄物管理

① 環境経営方針を理解し、部門の環境経営活動計画に従って活動する。従業員

渡辺　宣彦

オーパックサービス本社

責任者

EA21事務局

ニムラロジテク

EA21推進委員会

横須賀　圭一 仁村　匡宏

環境管理の責任者

代表者

責任者

オーパックサービス横浜営業所

役割・責任・権限

責任者

青木　宏昌

相模製函

責任者

山口　敬

部門責任者

責任者

スチールパック

代表者

環境管理の責任

ＥＡ２１事務局ＥＡ２１ 推進委員会
仁村、小峰、関水、横須賀、和田、仁村（匡）、山口
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７-a．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価（実績には二酸化炭素排出量を含む）

環境経営計画

１．CO２排出量の削減
0.5％削減 20.3%増加

①電力使用量の削減
0.5％削減 2.4%減少

kwh

②車両燃料使用量の削減

0.5％削減 99%増加
L L

③燻蒸庫燃料使用量の
　削減 0.5％削減

L L

２．廃棄物排出量
　　の削減 0.5％削減 45.8%増加

kg kg

３．一般化ごみ排出量
　　の削減 0.5％削減 13.2％増加

kg kg

４．水使用量の削減
維持管理として 維持管理として
目標数値は設定せず目標数値は設定せず

５．化学物質使用量の
　　削減 維持管理 維持管理

○：目標達成、×：目標未達

214,095

６．自らが生産・販
売・提供する製品の環
境性能の向上及びサー
ビスの改善

環境に配慮するお
客様のニーズに合
わせた梱包

257,538 ㎏-CO2

取組結果とその評価（22年3月～23年2月）

環境経営目標 環境経営計画の実績 取組結果 取組結果の評価と是正処置

〇

省エネのコンプレッサーやスポットクーラーなどの買
替、また、節電が身についており、無事目標達成し
たが、換気の為に冷暖房使用時も扉を開放している
為、今後の使用量削減は厳しくなってくると思われる

280,825 275,534 kwh

×

横浜営業所の数値追加及び、コロナの影響で仕事
が激減した2020年度よりも営業活動が上向きとなっ
たことにより、排出量が増加した。
次年度より、年商と排出量を比較することとする

（年商 1,507,392千円） （年商 2,025,320千円）

㎏-CO2

×

横浜営業所の数値追加及び、コロナ過より営業活
動が上向きになったことによりエンジンフォークやト
ラックの稼働率が増加したことによるものと思われ
る。引き続きエコドライブに努める

〇
燻蒸済み木材の仕入や適正な稼働時間で実行し、
可能な限りまとめて燻蒸することで削減することがで
きました。

19.8%減少
9,566 7,711

19,326 38,678

環境に配慮するお
客様のニーズに合
わせた梱包

○
通い箱の製作やコスト削減に努めている。引き続き
維持に努める。

×

横浜営業所の数値追加及び、営業活動が上向きに
なったことにより木材仕入（単価の安い長材）の増
加。よって、端材等の廃棄物が増加した。更なる削
減に努める

148,434 217,510

×15,09713,275

〇
節水は身についている為特に問題なし。引き続き節
水に努める。

〇
新たな要求はなく、従来通り対応している。引き続き
維持管理に努める。

営業活動が上向きとなった事により、排出量が増加
したが、年商34％の増加に対してのごみの量は少な
い。再利用できるものは再利用し、排出量の削減に
努めている。引き続き分別の徹底に努める。
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７-b．
次年度の環境経営目標及び環境経営計画

１．CO2排出量

の削減

　①電力使用

　量の削減 kWh kWh kWh

　②車両燃料

　使用量の削減 L L L L

　③燻蒸庫燃料

　使用量の削減 L L L L

（灯油）

２．廃棄物排

出量の削減 kg kg kg kg

３．一般ごみ

排出量の削減 kg kg kg kg

４．水使用量

の削減

５．化学物質

使用量の削減

＊二酸化炭素排出係数:0.474kg-CO2/kWh（調整後排出係数；東京電力、H29.12.21公表）

kwh

38,678

7,711

217,510

15,097

２０２２年８月に承認・登録となりました。審査の基準年度が２０２０年４月から翌年３月までで、この年は、新型コロ
ナ感染症による影響を受けたため、業績が大幅に落ち込んだ年となりました。２０２２年３月からの業績はコロナ
前に戻ったと思われることから、当初設定した目標値は実態と乖離したものとなりましたので、ここで、目標値の
算出方法を変更することといたしました。基準値（実績）を２０２２年度とし次年度以降の目標値を設定いたしま
す。また、実績は営業成績を考慮して算出するものといたします。

254,969

６．自らが生
産・販売・提供
する製品の環
境性能の向上
及びサービス
の改善

環境に配慮するお客
様のニーズに合わせ
た梱包

～2023年2月 ～2024年2月

257,538 256,250

38,485
（ガソリン・軽油）

環境に配慮するお客
様のニーズに合わせ
た梱包

275,534

環境経営目標

基準年度 年度目標

２０２２年度 ２０２３年度

２０２４年度 ２０２５年度2022年3月 2023年3月

253,694

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

214,264

274,156 272,785 271,421

38,292 38,101

適正管理 適正管理

15,022 14,947

7,672 7,634 7,596

216,422 215,340

環境に配慮するお客
様のニーズに合わせ
た梱包

環境に配慮するお客様の
ニーズに合わせた梱包

14,872

節水に努める 節水に努める 節水に努める 節水に努める

適正管理 適正管理
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0.00

0.00

0.00

５．環境経営計画

基準年度：２０２２年度 評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施

2023年 2024年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

実績処理量 ｔ（トン）

1 二酸化炭素排出量の削減 0.5%削減 ・作業効率の向上 管理
量の削減 257,538 kg-CO2 ・５Ｓの実施 責任者 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

      ↓ ・３Ｒ活動 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
256,250 kg-CO2

評価
1.1 電力使用量の削減 0.5%削減 ・不要な照明の消灯 管理 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

（処理量当り） 275,534 kWh ・冷暖房機器の適切な温度設定 責任者 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
      ↓ 　での使用
274,156 kWh ・作業場における帰宅時の □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

　ブレーカー遮断

評価
1.2 車両燃料（軽油・ガソリン) 0.5%削減 ・アイドリングストップの実行 管理 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

使用量の削減 38,677 L ・車輌別タイヤ空気圧管理 責任者 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
（処理量当り）       ↓ ・安全運転の徹底 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

38,485 L

評価
1.3 燻蒸庫燃料（灯油) 0.5%削減 ・適正な稼働時間の実行 管理 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

使用量の削減 7,711 L 責任者
（処理量当り）       ↓

7,672 L
 

評価
2 廃棄物排出量の削減 0.5％削減 ・産業廃棄物の分別管理、資源化 管理 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

232.607 kg ・一般廃棄物の分別徹底 責任者 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
（一廃排出量）       ↓ ・段ボール、その他紙ごみの資源化 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

231.444 kg

評価
3 水使用量の削減 維持管理として目標 ・配管水漏れチェック 管理 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

数値は設定せず。 責任者
（水使用量） 維持管理

評価
4 化学物質の適正管理 化学物質の適正管理 客先の基準順守 管理

責任者

評価
5 自らが生産・販売・ お客様のニーズに ・環境保全に配慮した梱包の提案 管理

提供する製品の 合った梱包 責任者
環境性能の向上
及びサービスの
改善

評価

ＮＯ． 評価・確認　月日 評価・確認者 評価・確認事項（定期、臨時） 評　価　・　確　認　結　果　、コ　メ　ン　ト　、　是　正　処　置　等
1 2023/4/30 関水 今までと変わらず環境経営方針に

従い行動している

注：　

２０２３年度環境経営計画・実施状況評価
承　　認 作　　成

2023/4/20 2023/4/10

関水 菅野

ＮＯ． 項目
年度目標

（2023年度）
達成手段 責任者

調査 調査 調査 調査

関水
kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

 kg-CO2

調査 調査 調査 調査

関水 kWh  kWh kWh kWh
   kWh

調査 調査 調査 調査

関水

L L L L
t

調査 調査 調査 調査

L L L L

関水

L

調査 調査 調査 調査

kg kg kg kg

山田
kg

調査 調査 調査 調査

西川

調査 調査 調査 調査

菅野

調査 調査 調査 調査

仁村(匡)

２、二酸化炭素の排出量は総量ですが、実績は負荷の自己チェックを参照してください。

調査 調査 調査 調査

１、　この表は、通常の１年間の期間での計画・実績対比をベースとしているが、登録審査のための３ｹ月間の期間の欄も設けてある。状況に応じて使い別けてください。
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８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

適用される主な環境関連法規などは次のとおりである。
適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（木クズ、金属クズ、廃プラ等）
騒音・振動規制法 動力のこぎり盤
消防法（危険物） 灯油、木材
相模原市火災予防条例 灯油

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり
ませんでした。また、関係当局よりの違反等の指摘は過去１０年間以上ありません。

９．代表者による全体評価と見直し・指示

（１）全体評価
目標の達成状況、計画の実施状況及び法規等の遵守状況を見る限り、
主要な環境経営活動は概ね実施できてはいるが、２０２０年のコロナ禍で設定した目標値であることから、
コロナ過前の水準に戻ったと思われる２０２２年度は、当初設定した目標値と実態が乖離した形となりました。
よって、今後は目標値と実態の評価については営業成績を考慮して判断します。

（２）見直し・指示
　（２）－１．環境経営方針

今回策定し、活動を開始した環境経営活動の方針は、現在のままの形で変更しないこととする。
　（２）－２．環境経営目標、環境経営計画

①二酸化炭素の排出は、電力使用量、ガソリン及び軽油の使用量も営業活動の正常化に伴い増加した為
目標値を変更する。引き続き、節電及びエコドライブに努めること。

②従来通り分別の徹底と定量把握はできているが、営業活動の正常化に伴い増加した為数値が増加した為、
目標値を変更すること。環境経営計画は変更しない。

③水使用は、トイレや手洗いのような生活用水の使用に限られているので現状より削減する
ことは実際上難しいが、節水意識を忘れないようにして使用量が増加しないように努める。

④システム構築に際し、該当法規など等の調査検討に注力した結果、適用事項が明確になり、
取り組むべき対象が具体的に把握できるようになった。とりわけ緊急事態につながる可能
性の高い危険物管理（消防法）、近隣からの苦情が想定される動力のこぎり盤の騒音対策
（県条例）に万全を期すこととする。そして今後とも新たな法規制情報の収集に努める。

　（２）－３．実施体制
従来から業務執行のための構築されている組織体制を基本的に変更することなしに設けた
ＥＡ２１推進のための現行の体制を変更することなく維持する。
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